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以

上

存

在

し

、

H

月

か

ら

4

月

あ

た

り

が

開

花

時

期

で

す

。

山

茶

花

と

よ

く

間

違

わ

れ

ま

す

が

、

花

が

ま

と

ま

っ

て

落

ち

る

の

が

椿

、

花

弁

が

l

枚

ず

つ

散

っ

て

い

く

の
が
山
茶
花
で
す
。
奈
良
県
の
大
和
郡
に
約
千
種
の
椿
が
咲
く
「
椿
寿
庵
」
が
あ
り
、
万
葉

の
時
代
の
古
種
か
ら
新
し
い
品
種
ま
で
多
く
の
椿
を
l
月
下
旬
か
ら
3
月
下
旬
頃
ま
で
愛
で

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

シ

ー

ズ

ン

中

は

無

休

、

無

料

で

公

開

を

さ

れ

て

い

ま

す

の

で

、

お
調
べ
、
お
間
合
せ
の
上
訪
ね
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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定
例
法
座
:

◎
十
二
月
十
一
日
(
金
)
午
後
一i二十毎

二時一

蒔日月

み
ほ
と
け
会
月
例
会

於

善
巧
寺
法
輸
虐
廊
泰

「
自
由
自
在
」

仏
さ
ま
を
表
す
言
葉
に
「
自
由
自
在
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
仏
さ
ま
の
自
由
と

は
、
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か
ら
離
れ
て
い
る
事
を

言
い
ま
す
。
常
に
新
し
い
知
見
や
経
験
を
受

け
入
れ
て
主
張
す
ら
変
え
て
い
き
、
自
他
と

も
に
安
ら
か
に
生
を
全
う
で
き
る
よ
う
柔

軟
に
自
分
を
変
え
て
い
け
る
、
そ
れ
が
本
来

の

「
自
由
」
と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

近
年
、

穀

注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
「
承
認
欲
求
」
で
す
。

寺

「
株
か
に
認
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
束

縛
で
す
。
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
る
私
た
ち

巧

に
は
必
ず
つ
い
て
回
る
問
題
で
し
ょ
う
。
浄

番

土
真
宗
で
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
、
仏
さ
ま
が

認
め
て
下
さ
っ
て
い
る
よ
、
心
配
し
な
く
て

い
い
ん
だ
よ
、
と
常
に
呼
ん
で
下
さ
っ
て
い

る
と
い
う
解
決
を
採
り
ま
す
。
自
由
自
在
に

月

束
縛
の
私
を
救
う
働
き
が
私
を
呼
ぶ
声
と

な
っ
た
の
が
、
南
無
阿
弥
陀
仏
な
の
で
す
。

・
兼
N
ロ
ロ
ヨ
ミ
ー
テ
ィ
ブ
ブ
誉

み
ほ
と
け
会
で
は
感
染
対
策
の
た
め

引
き
続
き
、
N
〇
〇
互
を
用
い
た
イ
ン
ク

I
ネ
ッ
ト
法
話
会
を
開
催
中
で
す
。
通

信
環
境
で
遅
延
が
発
生
す
る
事
も
あ

っ
た
り
で
す
が
(
善
巧
寺
の
ネ
ッ
ト
環

境
は
い
ま
の
と
こ
ろ
大
丈
夫
)
、
み
な
さ

ん
だ
い
ぶ
上
達
し
ま
し
た
ね
!

開
催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午
後
八
時
開
始
・
九
時
終
了

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

』
の
峠
一
圀
皿
の
峠
⑫
暦
ヨ
0
3
一
[
o
o
ヨま

で

◎
期
日

大
晦
日

午
後
四
時
～
区
r
半

善
巧
寺
本
堂

◎
場
所

◎
内
容

勤
行

『
般
舟
讃
(
は
ん
じ
ゅ
さ
ん
)
』

・
一
口
法
話

善
巧
寺
と
し
て
は
本
年
最
後
の
ご
恩

報
謝
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
例
年
の
リ
サ
イ
ク

ル
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
、
大
根
炊
き
ふ
る

舞
い
行
事
は
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

メ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。
開
催
当
日

夕
方
に
招
待
メ
ー
ル
を
返
信
い
た
し
ま

す
の
で
、
開
催
場
所
口
刀
r
を
ク
リ
ッ
ク
、

パ
ス
ワ
J
ド
を
入
力
し
て
ご
入
室
下
さ

元
日
午
前
八
時
～

善
巧
寺
本
堂

◎
期
日

◎
場
所

◎
内
容

勤
行
『
正
信
念
仏
偶
(
六
首
弓
き
)
』

・
御
文
章
拝
読
・
一
口
法
話
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◎
本
当
に
今
年
は
大
変
な
|
年
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
感
染
対
策
に
よ
っ
て
饂
段

通
り
に
物
事
が
出
来
な
い
、
医
療
従
事
者
の

7
5
は
お
休
み
返
上
で
ク
タ
ク
タ
、
逆
に
飲
食

関
係
や
製
造
業
の
方
は
お
客
様
が
減
り
収

入
が
激
減
す
る
な
ど
、
精
神
的
疲
労
は
ピ
ー

ク
き
通
り
越
し
て
い
る
の
で
は
無
い
で
し

ょ
っ
か
。
こ
う
い
う
時
は
様
々
な
助
け
が
必

要
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
家
族
や
親
友
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
不
安
な
時
は
つ
い
誤

っ
た
情
報
苦
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
い
が
ち

で
、
詐
欺
等
の
被
害
に
も
遭
い
や
す
い
と
言

わ
れ
ま
す
。
勝
手
に
判
断
せ
ず
、
必
ず
家
族

報

や
お
役
所
の
窓
口
に
報
告
・
連
絡
・
相
談
す

る
事
を
念
頭
に
置
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
ど

寺

ん
な
状
況
で
も
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に

仏
さ
ま
に
「
あ
り
が
と
う
」
ぎ
大
切
に
。

⑬
冬
の
訪
れ
。
乾
燥
や
寒
さ
で
自
覚
は
な
く

番

て
も
身
体
の
機
能
は
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
か
暖
か
く
し
て
決
し
て
無
理
は
な
さ
ら

刊

ず
に
。
仏
さ
ま
は
ど
ん
な
と
き
で
も
、
ご
|

月

緒
で
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。
今
年
も
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

秦
秦
春
日
部
だ
よ
り
令
令

感染りスウが高音る「5つの場面」に注意T

;'①飲酒を伴う懇親会など
〇飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。また、
聴 覚 が 飩 磨 し 、 大 き な 声 に な り や す い 。 櫛 阜
〇 特 に 敷 居 な ど で 区 切 ら れ て い る 狭 い 空 間 に 、 長 時 間 、 大 人 数 が 参
滞 在 す る と 、 感 染 リ ス ク が 高 ま る 。

O ま た 、 回 し 飲 み や 箸 な ど の 共 有 が 感 染 リ ス ク を 高 め る 。 g

②大人数や長時間に及ぶ飲食
〇 長 時 間 に お よ ぶ 飲 食 、 接 待 を 伴 う 飲 食 、 深 夜 の は し こ ゛ 酒 で は 、

短 時 間 の 食 事 に 比 べ て 、 感 染 リ ス ク が 高 ま る 。

〇 大 人 数 、 例 え ぱ 5 人 以 上 の 飲 食 で は 、 大 声 に な り 、 飛 沫 が 飛 び

やすくなるため、感染リスクが高まる。

③マスクなしでの会話
〇 マ ス ク な し に 近 距 離 で 会 話 を す る こ ヒ で 、

飛沫感染やマイクロ飛沫感染での感染リス
クが高まる。

〇車やパスで移動する際の車中でも注意が
必要。

緬

|
簾

C④狭い空間での共同生活
〇狭い空間での共同生活は、長時間にわたり
閉 鎖 空 間 が 共 有 さ れ る た め 、 感 染 リ ス ク が 高

まる。

〇トイレなどの共有部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

⑤居場所の切り替わl

〇仕事の休憩時間に入った時など、居場所が

切り替わると、気の緩みや環境の変化により、
感 染 リ ス ク が 高 ま る こ と が あ る 。

O休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われ
る 事 例 が 確 認 さ れ て い る 。 [

=r=、R2年|0月23日
第 1 2 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 分 科 会 よ り 出 典

今

ま

で

の

感

染

例

で

五

つ

の

場

面

(

主

に

マ

ス

ク

を

外

し

て

の

会

食

)

に

よ

っ

て

感

染

が

拡

が

っ

て

し

末

う

事

が

わ

か

っ

て

吉

て

い

ま

す

。

年

末

年

始

、

み

な

さ

ん

で

お

食

事

住

れ

る

機

会

も

増

え

る

と

思

い

末

す
。
ど
う
か
左
記
の

点

に

ご

注

意

い

た

だ

吉

安

全

に

お

過

ご

し

く

だ

さ

い

。

善

巧

寺

も

引

吉

続

吉

感

染

対

策

に

取

り

組

ん

で

参

り

末

す

。

ご

協

力

お

願

い

い

た

し

末

す

。


